
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

第２学年

第３学年

〇タブレットを有効に使い観察・
実験を行うことができた。学習以
外の写真が多くなってしまい前回
の観察の写真を見つけ出すのに
時間がかかってしまい比較が十
分にできない児童も少数いた。
◎写真やイラストの利用は児童
の理解や考えを整理する際に有
効であった。

〇めあてを確認したり穴埋めにし
たりすることで考察を書くことにな
れる児童が増えた。一方で考察
書くことが苦手な児童もいる。

〇観察は生活科での学習経験があるため、観察する
ポイントを捉えられる児童が多いが、前回観察したも
のとの比較などができる児童が少ない。
〇実験は意欲的に行うことができるが、実験の目的
を正しく掴めていない児童も見られた。

〇実験の結果からどのようなことが言えるのかを考
えることはまだ難しい児童が多い。一方で、項目ごと
の内容を確認すると考えを述べられる児童もいる。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇前回の観察したものの様子や、実験の結果をタブレットを活用し
て撮影し、前回の比較（前回との比較や予想との比較）ができるよ
うにする。
②学ぶ内容
◎観察や実験の際には、児童自身にも使用する器具の注意事項
や目的を説明させ、既習内容からその結果を予想できるようにす
る。また、結果をまとめる際には、児童が視覚的に理解しやすいよ
うに写真やイラストを使用したり、内容を項目分けしたりする。
③学びの方法
○段階的に考えをまとめ、ノートに自分の言葉で書けるようにす
る。児童の考えを広げるための共有する時間をとれるようにする。
〇児童が考察の書き方に慣れるまでに、めあてを立ち返り確認す
るように声をかけたり、穴埋めにしたりし、児童が書き方に慣れるよ
うにする。

第4学年

○既習事項を生かした発言に対して価値づけた
り、学びの生活での活用をさがしたりすること
で、生活経験や既習事項を生かした発言が増
え、問いが生まれるようになった。
○生活経験や既習事項を基に問いが生まれる
授業を行うことで、目当てを子どもと一緒に作り、
学習のねらいの共有につながった。
◎予想→実験→結果→考察の流れで学習経験
を重ね、個人で考える時間をしっかり取り、ペア
タイムや全体タイムで共有することで、自信を
もって答えることができた。
〇実際に体験することや観察することが難しい
場合に、デジタル教材を活用することで、正しい
知識を身に付けることができた。
〇実験の結果から考察をする時間には、めあて
に立ち返って考察できるようになった。自分で考
える時間の確保をしっかりとることで取り組むこ
とができた。

○既習事項や実生活での経験を生かして、予想を立ててから学習
や実験に取り組むことができる。
○予想だけではなく仮設を立てることでさらに論理的に思考できる
児童が増えてきた。
○実験は班で協力的かつ意欲的に行うことができ、実験の結果を
ノートに記入したり考察できる児童が増えてきているが、考察や結
論をまとめる力に差がみられる。
○グループごとの実験結果を基に、クラス全体で結果をまとめるこ
とができる。NHKforschoolやデジタル教材を適宜補助教材として
活用できた。
〇観察の際は、本物をよく観察する活動に加え、タブレット端末の
写真機能の活用をしたり、海の生き物や校庭の植物の名前をイン
ターネットで検索したりとデバイスを活用できた。
○授業の中で理解をしても以前に学習したことの定着が弱く、比
較や共通する考察には至らない児童が多い。

①自分自身の学ぶ姿勢
○単元の導入では興味関心をもたせる例示や工夫を行い、既習事項や身
の周りの科学事象に関連付け、関心や疑問をもたせて児童に学習の見通
しをもたせる。
②学ぶ内容
◎予想→実験→結果→考察を行う時間の目安を伝え、実験時間および観
察時間を記入する時間を確保し、時間を意識して取り組めるようにする。
○何を調べるためにどのような実験や観察を行うとよいか各自実験方法
や観察方法を考え、発表させ、クラス全体でねらいを共有できるようにす
る。
③学びの方法
◎予想したり、考察したりする際には、個人で考える時間を設け、文章でま
とめる力を付ける。個で考えた後、近くの児童同士や班で紹介しあう時間
を設ける。一定時間を経た後に、数名から紹介し、書けない児童の参考に
なるようにする。まとめる時も考察から出たキーワードを示し、子どもたち
の言葉でまとめられるようにする。
〇演示実験や実物、デジタル教材を使って、できるだけ実体験に近い学習
ができるようにする。
○類似単元ごとに以前学習した内容をふりかえったり、記入する際に都
度、推奨する考察の記入の仕方を紹介したりする。

第5学年

〇結果をもとに問題の結論をめあて
に立ち返って考え、基本の考察の書
き方が身についてきている。
〇聞いているときは、活動も活発に
なり、意見も深まる。聞く力を育てる
必要がある。ノートを書くことに抵抗
を感じている児童がいるので、場合
によってはワークシートを使用するな
ど、補助を丁寧にしていく必要がある
人もいる。
〇eライブラリなどタブレットの活用で
全体的には結果をよく見たり、進んで
参加したりする姿が増えたが、反面、
遊具になってしまう児童も少なくな
い。ルールとマナーをしっかりしてい
きたい。
〇テスト直しの時間を確保し、丁寧に
一人ひとり取り組み、復習をしっかり
することができた。

〇結果から考察を述べる定型の形で論理的に発表ができる児童
が増えた。
〇発芽実験や成長実験の際に条件制御と結果を利用して制御表
を理解し、書くことが身についた児童が増えた。
○昨年同様に既習事項や実生活での経験を生かして、予想を立
ててから学習や実験に取り組むことができている。
○ヨウ素液を使った実験や顕微鏡を使用する観察などを意欲的に
行うことができ、実験の結果をノートに記入したり考察できる児童
が増えてきているが、考察や結論をまとめる力に差がみられる。ま
た、植物検体に定期的に水やりをしたりメダカの餌やりと水替えを
きちんと行えない児童も一部いたため、結果前に植物検体を枯ら
せてしまった班もあった。
○植物の発芽実験では、クラスルームで実験計画や画像を各班
で投稿し、班ごとの実験結果をクラス全体で共有することができ
た。
〇NHKforschoolやデジタル教材を適宜補助教材として活用でき
た。
〇台風の学習では、プレゼンを作るにあたり、インターネットで検
索し、スライドやキーノートを活用した。
〇テスト返却時に復習となおしをしてから持ち帰らせているが、台
風の学習の際に天気と情報の復習事項を確認したら定着していな
い児童が一定数いた。繰り返し既習事項に触れて確認する必要
がある。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇生き物に敬意をもち、継続的に水やりなどの世話をすることを指導す
る。日々生き物のお世話に来ている児童を取り上げ、全体の前で褒め、模
範とする。
〇めあてにそって課題に取り組めるよう支援する。
②学ぶ内容
〇まとめの時間を確保し、既習事項を確かめ、生活や実社会で応用され
ている様子を学び、社会に生かされている有用な内容であることを実感で
きるようにする。
③学びの方法
〇参考として定型文を黒板に貼り、当てはめることで論理的に発表できる
ようにしている。
〇条件制御の表のワークシートを繰り返し書き、たくさん取り組んだ。今後
も定着させるためには練習量を要する分野もある。
〇ＮＨＫ　foｒ　schoolなどの映像を積極的に取り入れ、疑似体験できるよう
にする。プロジェクターも利用して、大きく見られるようにする。
〇変わらずテスト後に一人一人が直して取り組めるように時間を設け、課
題が早く終わったクラスには、調べ学習・〇×クイズ・eライブラリなどを活
用して復習をし定着を図るようにする。

第6学年

〇復習したり欠席しても見たりするこ
とができるように、板書と内容をタブ
レットで配信することで、基本的な内
容が身についた人が増えた。
〇書く時間を確保し、考察の発表を2
回に分けて行うと、1回目の発表を聞
いて参考にして書いて発表する児童
もいた。考察をより適した言葉を考え
て書ける児童が増えた。
〇ｅライブラリを短い時間でも活用で
き、既習事項の確認やテスト前の確
認にも役立った。個によっては、すぐ
タブレットが遊具になってしまう場合
もあり、声かけや見回りは必要であ
る。
。

〇結果から考察を述べる定型の形で論理的に発表ができ
る児童が増えた。
〇書くことに抵抗があったり、面倒がり、記録できない児童
が一部いるため、学習内容をできるだけワークシートに印
刷して配布し、個別で声掛け支援をしている。また、自分で
大事だと思ったことを黒板を見たまま写すのではなく、自分
で工夫をして要点をまとめて書いたり、遅筆な児童には、
板書をタブレットで撮影して後から記録をしてもよいとして
いる。
〇資料写真やNHK for schoolなどを活用し、視覚的に理解
ができるようにした。
〇授業が始まってから教科書を取りに行ったり、チャイムが
鳴っても話し声が止まらず授業をすぐに始められないクラ
スもあり、学年間で学習進度に差が出てしまっている。人
の話を静かに聞くことに課題がある児童が一部いるので、
個別に声掛けや説明をしてタイムロスを減らす必要があ
る。
〇授業内で課題に取り組んでいても、内容の定着やアウト
プットとして説明や考察を表現することが苦手な児童がや
や多い。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇年間を通して、授業と休み時間の切り替えができるなどの自己調整力を
つけていけるように話していく。模範的児童を褒める。
〇めあてにそって課題に取り組めるよう支援する。
〇既習事項を確かめたり、生活や実社会への応用されている様子を学ん
だりして、社会に生かされている有用な内容であることを実感できるように
する。
②学ぶ内容
〇まとめの時間を確保し、既習事項を確かめ、生活や実社会で応用され
ている様子を学び、社会に生かされている有用な内容であることを実感で
きるようにする。
③学びの方法
〇参考として定型文を黒板に貼り、当てはめることで論理的に発表できる
ようにしている。
〇引き続き、学習内容をできるだけワークシートに印刷して配布し、個別で
声掛け支援を行う。また、発表する時間を設け、書けない児童は聞いた内
容を参考にして記録をとれることを続ける。
〇人体の内部や植物の実験で実験をが難しいものは、映像を活用し、視
覚的に理解や疑似体験をできるようにする。
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